
わたしたちは⾃死遺族⽀援弁護団です
当弁護団は、遺族の⽅々のおかれた状況に配慮しつつ、医療関係者、
NPO、⾏政などと連携をとりながら、法的⽀援を⾏うことを⽬的と
して 2010 年 12 ⽉に結成されました。現在、仙台、東京、神奈川、
名古屋、⼤阪、広島、福岡など約 40 名の弁護⼠によって構成され
ています。ます。

鉄道会社から

数千万円もの

多額な損害賠償を

請求されるの

だろうか

うつ病で入院し、

退院直後に自死。

治療や退院の

判断に問題は

なかったか

大家から

損害賠償を

請求された

職場のストレス※2

が原因で自死した

場合、 どのような

補償があるか

債務を抱えて※1

自死した場合、

すぐ相続放棄を

した方がよいか 自殺免責を

理由に生命保険の

支払を拒まれたが、

認められる場合は

あるか

※２ ⻑時間労働･
パワーハラスメント･
過重なノルマ など

※1 多重債務、
事業不振 など

FAX・お⼿紙弁護団ホームページからも
ご相談いただけます

https://jishiizoku-law.org/

全
国⾃

死遺
族法律相談ホットライン

受付時間： 毎週⽔曜⽇（祝⽇除く） 12:00〜15:00

全国の弁護⼠が直接対応いたします。

①ご相談内容 ②住所 ③⽒名
④連絡先をご記⼊の上、下記
までお送りください。

当弁護団は、あなたからのアクセスを待っています。
電話・HPのご相談フォーム・ＦＡＸ・お⼿紙…あなた
にとって、相談しやすい⽅法をお選びください。
これらの⽅法によるご相談は、無料です。
その後は必要に応じて、弁護団員が所属する、全国
各地の法律事務所において、直接⾯談による相談を
⾏っております。

⾃死遺族⽀援弁護団 事務局
〒530-0047 ⼤阪府⼤阪市北区⻄天満2-3-9 オーク⻄天満ビル2階
弁護⼠法⼈ライフパートナー法律事務所内
📞06-6949-8277 （受付時間： ⽉−⾦曜⽇（祝⽇除く）10:00〜18:00）

このリーフレットに関するお問い合わせ

FAX：
お⼿紙：


